
要 望 事 項 

                                                    会派名 新風ごてんば      

事 業 名 内 容 説 明 

子育て支援の拡充 

日々消費する、紙おむつやおしり拭き等の赤ちゃん用品は子育て世代において、かなりの出費であり継続的な経済的負

担である。 

「真の子育て支援日本一」を目指すとしている本市において、保護者の経済支援につながるおむつなどの赤ちゃん用品

等の支援として定期的な無料配布を要望する。 

リテラシー教育① 

メディア（情報）リテラ

シー 

児童・生徒に向けたメディア（情報）リテラシー教育の拡充 

小中学校へＧＩＧＡスクール構想により１人１台タブレットが支給され、ＩＣＴ機器がより身近になった。 

便利にインターネットやＳＮＳが活用できるようになった反面、不確かな情報が増加したこと、個人で容易に情報の発

信をできるようになったこと等から、一人ひとりが情報を分析・評価し、発信すべき情報を判断できるようになる必要

があると考える。 

まずは、児童・生徒時からその基礎に触れ、学び、リテラシーを高める必要がある。 

リテラシー教育② 

ファイナンス（金融）リ

テラシー 

児童・生徒に向けたファイナンス（金融）リテラシー教育の拡充 

日本の金融リテラシー教育は、世界の国々と比較すると遅れをとっているといわれている中、２０２２年度より高校の

家庭科で資産形成の授業が開始され、既に小学５，６年生には「買い物の仕方」やお金を計画的に使う必要性を学んで

いるが、外部の力を活用するのも１つの手段である。 

例えば、金融庁では、小、中、高校・大学等での金融経済教育に関する出張授業や、教員向け研修会等への講師派遣を

無料で実施しているので、これらを活用し教員の負担をなるべく無くし、児童・生徒のファイナンスリテラシーを高め

ていただきたい。 

新しい公共交通手段 

（高齢者における交通手

段について） 

運転免許返納者や、公共交通機関が充実していない地域に住み、また、移動手段を頼める人が周りにいない高齢者につ

いては、高齢者等タクシー及びバス利用料金助成事業の拡充はされたが、交通手段の確保はいまだ不十分であると考え

る。高齢者の方が社会とつながりを保つためにも、新しい公共交通手段の確立を目指していただきたい。 

図書館貸出機能の拡充 学校図書館から市立図書館の蔵書の予約・貸し出しができるシステムを構築していただきたい。 

 


